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ジェンダーギャップ指数ランキング 2018 

 

 

総合 

順位 
国名 得点 

経済分野 教育分野 健康分野 政治分野 

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 

1 アイスランド 0.858  16  0.793  39  0.999  121  0.968  1  0.674  

2 ノルウェー 0.835  11  0.806  41  0.999  95  0.972  3  0.563  

3 スウェーデン 0.822  9  0.808  52  0.998  115  0.969  7  0.512  

4 フィンランド 0.821  17  0.786  1  1.000 60  0.977  6  0.519  

5 ニカラグア 0.809  69  0.679  36  1.000 1  0.980  2  0.576  

6 ルワンダ 0.804  30 0.743  109 0.961 90 0.973 4  0.539 

7 ニュージーランド 0.801  23  0.761  1 1.000  107  0.970  9  0.472  

8 フィリピン 0.799  14  0.801  1  1.000  42  0.979  13  0.416  

9 アイルランド 0.796  43  0.725  57  0.996  111 0.970  8  0.493  

10 ナミビア 0.789 12  0.804  42  0.999  1  0.980  20 0.375 

︙ ︙                   

14 ドイツ 0.776  36  0.734 97 0.976 85 0.973 12 0.418 

15 英国 0.774  52 0.705 38 0.999 110 0.97 11 0.421 

16 カナダ 0.771 27 0.748 1 1.000  104 0.971 21 0.365 

︙ ︙                   

51 アメリカ 0.72 19 0.782 46 0.998 71 0.976 98 0.125 

︙ ︙                   

70 イタリア 0.706 118 0.592 61 0.995 116 0.969 38 0.267 

︙ ︙                   

75 ロシア 0.701 31 0.741 28 1.000  1  0.980  123 0.085 

︙ ︙                   

103 中国 0.673 86 0.653 111 0.958 149 0.915 78 0.164  

︙ ︙                   

110 日本 0.662  117  0.595 65 0.994 41 0.979 125 0.081 

︙ ︙                   

115 韓国 0.657 124 0.549 100 0.973 87 0.973 92 0.134 

ジェンダーギャップ指数からみえる 

日本の男女格差 

資料） World Economic Forum, ‘The Global Gender Gap Report 2018’ より 
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ジェンダーギャップ指数 

 「世界経済フォーラム」（WEF）が毎年発表している、社会進出における各国の男女差を示す数

値。「経済への参加と機会」「教育の到達度」「健康と生存率」「政治への参加と権限」4 分野の 14

項目で、男女平等の度合いを指数化して順位を決める。 

 2018 年 12 月に世界経済フォーラムが公表したジェンダー・ギャップ指数（男女格差）ランキ

ングでは日本は 149 か国中 110 位。主要７か国（G７）の中で最下位という、非常に低い順位と

なっている。 

 ジェンダーギャップ指数とは、社会進出における各国の男女差を示す数値。「経済への参加と機

会」「教育の到達度」「健康と生存率」「政治への参加と権限」4 分野の 14 項目で、男女平等の度

合いを指数化して順位を決める。 

 日本はこの「経済」と「政治」への女性の参加が進まないことが順位を停滞させる大きな要因の

ひとつとなっており、この分野の女性の活躍が進むと男女格差が解消されるとされている。 

 

日本の各分野における「指導的地位」に女性が占める割合 

 女性の活躍を進めるために、政府は 2020 年までに「指導的地位」に女性が占める割合が少な

くとも 30％にするという目標を決定した（202030）。 

 しかし、「指導的地位」に女性が占める割合は少しずつ増加しているものの、この数値に達成し

ていない分野がある。 
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注）「指導的地位」の定義： ①議会議員、②法人・団体等における課長相当職以上の者、③専門的・技術的な職業のうち特に

専門性が高い職業に従事する者とする （平成 19年男女共同参画会議決定） 

引用：平成 29年 1月 16日 男女共同参画局「政策・方針決定過程への女性の参画状況及び地方公共団体における男女共同

参画に関する取組の推進状況について」 より 

（％） 

30％ 

目標 
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ノルウェー王国 
Kongeriket Norge 

ジェンダーギャップ指数ランキング上位の

北欧の国々について 

アイスランド 
共和国 Ísland 

スウェーデン 
王国 Kongeriket Sverige 

管理的職業従事者の 
男女比 

国会議員の 
男女比 

グローバルジェンダーギャップ指数 １位 

働く女性にとってベストな国ランキング １位 

世界幸福度ランキング ４位 

GDP 106 位 

女性が選挙権を得た年 1915 年 

 

人 口 32 万人 

首 都 レイキャビク 

公 用 語  アイスランド語 

通貨単位 アイスランド・クローナ 

国土面積 103,000 ㎢ 

 

人口 521 万人 

首都 オスロ 

公用語 ノルウェー語 

通貨単位 ノルウェー・クローナ 

国土面積 386,000㎢ 

 
グローバルジェンダーギャップ指数 2位 

働く女性にとってベストな国ランキング 3 位 

世界幸福度ランキング 2 位 

GDP 29 位 

女性が選挙権を得た年 1913 年 

 

人口 977 万人 

首都 ストックホルム 

公用語 スウェーデン語 

通貨単位 スウェーデン・クローナ 

国土面積 450,300㎢ 

 
グローバルジェンダーギャップ指数 3位 

働く女性にとってベストな国ランキング 2 位 

世界幸福度ランキング 9 位 

GDP 23 位 

女性が選挙権を得た年 1919 年 

 

管理的職業従事者の 
男女比 

国会議員の 
男女比 
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% 

67.6
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46.1
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38.9
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61.1
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デンマーク王国 
Danmark 

フィンランド 
共和国 Suomen 

tasavalta 

日本 
Japan 

グローバルジェンダーギャップ指数 4位 

働く女性にとってベストな国ランキング 4 位 

世界幸福度ランキング 1 位 

GDP 44 位 

女性が選挙権を得た年 1906 年 

 

人口 550 万人 

首都 ヘルシンキ 

公用語 フィンランド語 

通貨単位 ユーロ 

国土面積 338,400㎢ 

 

42.0

% 
58.0

% 

女性 

男性 

31.3

% 

68.7

% 

女性 

男性 

管理的職業従事者の 
男女比 

国会議員の 
男女比 

グローバルジェンダーギャップ指数 13位 

働く女性にとってベストな国ランキング 7 位 

世界幸福度ランキング 3 位 

GDP 36 位 

女性が選挙権を得た年 1915 年 

 

人口 565 万人 

首都 コペンハーゲン 

公用語 デンマーク語 

通貨単位 デンマーク・クローネ 

国土面積 43,096㎢ 

 

グローバルジェンダーギャップ指数 110位 

働く女性にとってベストな国ランキング 28 位 

世界幸福度ランキング 54 位 

GDP 3 位 

女性が選挙権を得た年 1945 年 

 

人口 1 億 2657 万人 

首都 東京 

公用語 日本語 

通貨単位 日本円 

国土面積 377,974㎢ 
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働く女性にとってベストな国ランキング２０１８ 

 イギリスのエコノミスト誌が「ガラスの天井指数（glass-ceiling index）」をランキングしたも

の。ガラスの天井とは「女性の社会進出を妨げる見えない障壁」のことを指し、今回のランキング

では経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）加盟国 29 ヶ国が対象となっています。この指数は、男女の高

等教育、労働力率、賃金、育児費用、育休の権利、ＧＭＡＴ（ビジネススクールの候補生）、議員

や管理職の占める割合など 10 項目を加重平均して算出したものです。（2017 年 3 月 8 日時点） 

 

世界幸福度ランキング２０１８ 

 2018 年 3 月 14 日、国連が 156 カ国を対象に行った「世界幸福度ランキング」を発表しまし

た。このランキングは「所得」「健康と寿命」「社会支援」「自由」「信頼」「寛容さ」などの要素を

基準にランク付けされたもので、２０１７年の５１位より３つ順位を落とし５４位となった。 

 

GDP 

 GDP(国内総生産)とは、国内の生産活動による商品・サービスの産出額から原材料などの中間投

入額を控除した付加価値の総額。 

 

女性が選挙権を得た年 

 女性参政権運動は、１８世紀からフランスで始まり、１９世紀には労働運動・社会主義運動と結

びついて運動が本格化した。世界で最初に女性参政権を認めたのは、１８９３年のニュージーラン

ドであった。ついでオーストラリア（１９０２年）、フィンランド（１９０６年）、ソビエト＝ロシ

ア（１９１７年）、カナダ・ドイツ（１９１８年）などと続く。 

 

 

北欧と日本 国土の比較 

 

 

 

 

 

地図参考 FreeVectorMaps.com http://freevectormaps.com. 

 
作成：大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 日本がジェンダーギャップ指数の順位を落としていく事ばかりが気にかかり、そのたびに落胆し、

日本はどうしてもジェンダー平等の国にはなれないのではないか、と嘆く日々。ジェンダーギャッ

プ指数の上位を占めるのは北欧の国々が多いということはなんとなく知っていたが、ふと、北欧の

国々から学べることがあるのではないかという思いに行き当たった。 

 そうなると気になって仕方がない。そこで、まずは北欧各国と日本を比較するために一覧を作成

した。この比較を見ただけでは、なぜ北欧の国々でジェンダー平等が進んでいるのかは見えてこな

いので補足をしたい。 

 

 

男女格差が少ない国は子育てがしやすい 

 例えばデンマークでは産休を 18 週間取得、その後の育児休暇も 32 週を夫婦二人でシェアでき

るなど制度が充実している。このため、女性が出産・育児で仕事を辞める必要がなくなる。人口の

少ないデンマークが、女性も働き手として継続し国を支えてほしいからである。公立の小・中学校

は学費なし。そして大学・大学院は全て国立なので学費は国が負担してくれる。つまり学費はほぼ

無料なのだ。「子どもは社会で育てる」を実現している社会なのである。 

 もちろん医療も介護も無料でサービスを受けられる。消費税は 25％、所得税率も日本と比較す

ると高額であるがそれでも安心して暮らしていける社会にいるデンマークの人々は日々の暮らし

の心配をせず、自分自身の生き方、自分自身の幸福をゆっくり考えることができよう。ちなみに小・

中学校ではテストがない。点数で評価されない、他の子と比較されない学校教育は自尊心や自己肯

定意識を育てるだけでなく、自分以外の人の個性を尊重することにもつながるのではないだろうか。 

 

 

男女の賃金格差を埋めるために女性たちがしていること 

 ジェンダーギャップ指数ランキングで 1 位のアイスランドでは、1975 年 10 月 24 日に女性が

一切の仕事をボイコットする社会運動があった。アイスランド女性の９０％が参加したこの「一斉

休暇運動」は、その名のとおり、料理、掃除洗濯や育児などの家庭内での仕事、そして会社に勤め

ている場合は、会社に行かず全ての仕事を放棄するというもので、どれだけ女性が社会に貢献して

いるかを強調することになった。 

 現在でも、男性と同一賃金を要求し、格差の分だけ女性は仕事を早く切げるという運動を 10 月

24日に行っている。2005年は午後2時8分まで、2010年は午後2時25分まで。そして2018

年は午後 2 時 55 分までで仕事を切り上げる。わずかであるが徐々に時間が伸びているのは、この

アイスランド女性たちの草の根レベルの運動を続けている結果の表れである。（アイスランドでは

主に９時から 17 時までが終業時間となっている） 

 

ジェンダーの格差が少ないと、 

暮らしやすい理由 

Column コラム 

作成：大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」 

 



  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
女性の声が、女性の行動が政治を動かし国を変えた 

 また、北欧各国では政治分野の女性の参画が進んでいる。クオータ制※１の発祥地であるノルウ

ェーでは、法制化によって一般企業にもクオータ制を導入し、女性の社会進出が大きく進んだ。ア

イスランドでは 2008 年のリーマン・ショックの影響を受けた時に、首相・国の主要銀行 2 行（破

綻しかけていた）・国内で最も男性が多く働く大手企業のトップに女性が就任した。女性リーダー

たちは国の建て直しを第一に考え、国民の家計を支えるため、社会保障を増額する等対策を講じ、

徹底的に国民の幸せを追求した。そして、彼女たちが国民と共に国を建て直していこうと議論する

様子はネット配信され、国民の意見をリアルタイムで取り入れながら政策が進められていったので

ある。 

 日本は 2018 年 5 月にようやく候補者男女均等法※２が施行され、今後の各政党の動きを注目し

ているところである。女性大臣が半数いる内閣、初の女性総理大臣の誕生も今すぐではないかもし

れないが期待していいだろう。 

 まだ知らないことの多い北欧各国であるが、少し調べただけでももっと知りたくなり、まるで恋

に落ちたかのようについ北欧の国々のことを考えてしまう。やがて日本がジェンダーギャップ指数

の上位 10 か国にランクインできることを願ってこのコラムを閉じようと思う。 

 

 

 

※１：1988年に改定された男女平等法で「公的委員会・審議会は 4名以上で構成される場合、一方の性が全体の 40%を下

ってはならない」と定めた。 

※２：国会議員や地方議員の選挙において、男女の候補者数をできる限り均等にするよう努力することを、政党その他の政治

団体に促す法律。罰則規定はない 

 

参考サイト 

ワクワクリノベーションマガジン https://beat0909.com/wakuwakublog/lifestyle/lehman-sisters/ 

アイスランド女性がいっせいに休んだ日 https://frihet.exblog.jp/24864710/ 

庭を歩いてメモを取る http://www.yoshiteru.net/entry/nordiccountries 
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